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〔問①〕記事の内容について、正しいものを以下のア～エの中から1つ選んでください。

ア 熊本藩主の細川宣紀は、せんが作ったこんにゃくの味を褒めて褒美を与えた。

イ 彼女の遺徳を偲ぶ頌徳祭が2021年に40年ぶりに行われた。

ウ 久住小学校の６年生が同じ小学校の５年生に対し紙芝居の読み聞かせを行なった。

エ 6年生が下級生にせんを伝える活動は、これまで毎年続けてきた取り組みである。

〔問②〕この記事では、PTAの有志や小学校の児童による新たな取り組みが始まったことに
も触れています。このように多くの地域住民が携わることのメリットは何でしょうか。記事
を読み取って書いてください。

児童が活動に加わることにより、若い世代にも関心をもってもらえる。

参加する人数が増え、活動が大きくなることで地域の歴史が長く継承される。 など

〔問③〕頌徳祭はさまざまな人がいろいろな形で携わって活動が行われました。それぞれが
どのような役割を担ったかを記事を読みながらまとめてください。

久住さやか利活用実行委員会：頌徳祭を復活させ、PTAに協力を打診した。

久住小学校のPTAの人たち：せんの墓周辺の草刈りなどを行った。

久住小学校の６年生の生徒：紙芝居を通して下級生にせんの物語を伝えた。

久住小学校の５年生の生徒：紙芝居を見た後、墓参りをして花や線香を供えた。
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